
平成 25年 7月 1日 発行                       泉南走ろう会会報 第 377号 

1 

 
 

 

 

連絡先 

泉南スポーツ社 

072-483-4653 

 

 

 

∇例会予定 

７月から夏時間になります。 

集合時間注意！！ 

●７月１４日（日）８：００ 

場所 種河神社 

岡田さん、田中さん定年退職を祝う会 

１８：００魚政（ビアガーデン） 

雨天中止 

送迎バス 

１７：４５新家駅 

１８：００種河神社 

※出欠変更は今仁まで連絡ください 

●７月２８日（日）８：００ 

場所 種河神社 

●８月１１日（日）８：００ 

場所 種河神社 

●８月２５日（日）８：００ 

場所 種河神社 

∇大会結果 

●平成25年 5月26日(日) 

えびす・だいこく１００ｋｍマラソン 

【記録確定】 

●平成25年 6月 9日(日) 

いわて銀河チャレンジ１００ｋｍマラ

ソン 

１００ｋｍ：今仁 

12:14:03 341/773 

∇大会予定 

●平成25年 7月15日(月・祝) 

第2回神鍋高原クロスカントリー夏 

１１ｋｍ：西 

●平成25年9月1日(日) 

第5回鷲嶺山・金胎寺お茶供養まつり 

約３８ｋｍ：今仁、和田 

●平成25年9月15日(日・祝) 

第8回よさの大江山登山マラソン 

２３．５ｋｍ：西 

●平成25年9月22日（月） 

2013・北緯４０℃秋田内陸リゾートカ

ップ１００㌔チャレンジマラソン 

１００ｋｍ：今仁 

●平成25年10月13日～15日 

2013橘湾岸スーパーマラニック273Ｗ 

２７３ｋｍ：今仁 

●平成25年10月27日(日) 

2013大阪マラソン 

フル：栗栖、 

●平成25年11月3日（日・祝） 

第17回大阪・淀川市民マラソン 

フル：増本、芝本 

●平成25年11月17日 

第3回神戸マラソン(日) 

フル：今仁、小川 

●平成25年11月23日(土・祝) 

第23回福知山マラソン 

フル：粟野原、今仁、岡田、西、堀

池、和田、芝本、田中 

※当日走った後合宿を兼ねて城崎あた

りに一泊します 

●平成25年12月8日（日） 

奈良ラマラソン2013 

フル：今仁 

∇大会ニュース 

第13回和歌浦ベイマラソンwithジャズ  

7月1日(月)よりエントリー開始！！ 

開催日：2013年10月27日(日)  

日本初のミュージックマラソンとしてスタ

ートし、JAZZマラソンの愛称で親し 

まれてきた「和歌浦ベイマラソンwithジャ

ズ」も今年で第13回目を迎えました。 

JAZZの調べと潮風を感じながら、和歌浦湾

の景色を楽しみ走ってみませんか。 

ウェルカム ジャズ・ランニング！ 

サウンドの追い風に乗ってシーサイドウェ

イ！ 

ジャズと万葉絶景のコラボレートステージ

で繰り広げられるランナーズパフォーマン

ス・・・ 

ぜひ体感してください。 

ご参加を心よりお待ちしております！ 

RUNNET申込締切は2013年8月30日(金）と

なります。 

例年より申込期間が短くなっておりますので、

ご注意ください。 

また申し込み多数により定員（12,000名）

を超えることも予想されます。 

受付は先着順ですので、お早めにお申し込み

ください。 

 

福知山マラソンサポーターサイト 
 

晩秋の丹波路で繰り広げられる１万人のランナーの祭典 

福知山マラソンにあなたもチャレンジしてみませんか！ 

毎年参加の常連ランナーから初マラソン、 

エリートランナーまで全国から集まります。 

福知山市街から由良川沿いの走りやすいコースは、 

紅葉の景色と沿道の応援にきっと満足していただけるこ

とでしょう。 

秋の丹波路を駆け抜けてみませんか。 
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∇大会完走記 

いわて銀河チャレンジ１００ｋｍマラ

ソン 

6月9日(日) 

            今仁 正義 

 関西空港からＰｅａｃｈ航空で仙台へ

向かった。席は満員だった。若い女性

が多く3人掛けの真ん中に若い女性が

座り両側にむさくるしい男が二人だっ

た。座席指定は有料なのでしなかった

が窓際の席になった。進行方向右側な

のでまさか富士山は見えないだろうと

思っていたらそれが見えた。 

仙台空港からＪＲ仙台駅へ出て新幹線

か高速バスで北上までいくのが普通の行

き方だが時間だけはたっぷりある。東北

本線の在来線で行くことにした。乗った

電車は4人掛けのボックス席ではなく都

市型のロングシートだった。電車は満員

で仙台から１時間乗ってもほとんどの人

が途中で降りない。１２時近くになった

ので行儀が悪いが、仙台駅で買っておい

た水割りを出して飲むことにした。つま

みは牡蠣おにぎりである。東北本線は海

岸とは離れたところを走るので東北大震

災の被災地は通らないが、唯一松島付近

で海岸のそばを通るがテレビで見るよう

な風景はなかった。 

受付をすませたあとサービスの冷麺を

食べたりして時間をつぶし、前夜祭に出

た。地方の大会は力が入っている。剣舞

のあと、女優で一輪車チャンピオンのデ

モンストレーション、オリンピック水泳

選手の書道パフォーマンス、１００ｋｍ

世界最高記録保持者砂田さんやオリンピ

ックメダリストのエリック・ワイナイナ

さんのあいさつ、上武大、吉本お笑い芸

人の選手紹介、東京オリンピック招致委

員会の紙芝居などなど続いてようやく乾

杯が始まった。 

午前４時前だというのに、さすがに東

北である。あたりはもう明るかった。ス

タート時の気温は２１℃と発表された。

暑くなりそうだった。ランパンにＴシャ

ツで十分だと思っていたのだが。今回は

コースの高低差が５００ｍくらいの峠が

一つだけなので、７００分は切れるだろ

うと思って、コースマップをよく見てい

なかったのが、結果的に敗因になった。 

運動公園内の補助競技場、運動場、公

園周辺道路と周回の輪が次第に大きくな

って道路へと飛び出した。すぐに岩手の

田園風景になった。田植えが終わったば

かりの田んぼと山は緑一色だった。田ん

ぼでは蛙、林の中からカジカ？とモリア

オガエル？の声がうるさい。遠くに雪が

まだらに残っている岩手山が見えた。景

色はいくら行っても変わらなかった。４

０ｋｍまでは追い越しも追い越されもあ

まりせず、１キロ６分３０秒くらいで走

った。予定通りのペースだった。 

 走っていて気になったのは、道路の横

に建築現場の足場みたいなものが設置さ

れていることだった。大根や稲を干すも

のではなさそうだ。しかも道の片側にあ

って両側にはなさそうだった。昨日の前

夜祭で隣にいた地元のＳさんが前を走っ

ていた。聞いてみたら風の向きを変える

ものだそうだ。これがあるのとないので

は大きな違いがあるそうだ。謎がとけて

すっきりした。Ｓさんを抜いて先に行っ

た。 

 花巻に入っても景色は変わらない。相

変わらず田園風景である。花巻といえば

今年のプロ野球で活躍している菊池、大

谷の名前が浮かぶが、私の年代ではなん

といっても宮澤賢治である。あの若さで

地方の出版社で童話集を発行できたのは

なぜだろう。しかも装丁など今の本に比

べても遜色がないのである。５０ｋｍ地

点を５時間４０分くらいで通過した。目

標ペースに対して１０分の余裕だ。高度

はまだ３００ｍ行っていないのでこの先

１０ｋｍ弱で２００ｍ上ることになる。 

 これまで掛水をかぶってくるくらいだ

ったのに、ランナーはさまざまだ。ゴミ

袋をかぶっているランナーもいる。内側

には水滴がついていた。なめとこ山の標

識があった。賢治の「なめとこやまの熊」

のモデルになった山と書かれていた。ク

マに注意の標識もあった。冬季は通行止

めになる道は森の中の道だった。やがて

前方のランナー達が歩き出した。見た目

はたいした坂ではないのだが、足が重く

なってきた。歩きが入るようになった。

腹が減って足に力が入らない。最高地点

に向かう長いトンネル３つで気温が急激

に下がった。トンネルを抜けて最高地点

付近にエイドがあった。いなり寿司４個

を水と炭酸飲料で胃に詰め込んだ。梅干

しとレモンを食べ、念のためウエストポ

ーチに飴を３個備蓄。 

 最高地点からは急激な下り坂だった。

いつもだったら５０ｋｍ過ぎで追い抜か

れることはないのだが、次々と抜かれた。

５０ｋｍから６０ｋｍまで１時間半もか

かってしまった。このままでは１２時間

切りどころか完走も危なくなってきた。

走るリズムを３拍子から２拍子にとリズ

ムを変えてみた。ウルトラマラソンはあ

きらめずに走っていると不思議に調子が

戻ることがあるが、それが６５ｋｍ過ぎ

から始まった。５０ｋｍの選手が合流す

るポイントの先に６６．５ｋｍのレスト

ステーションがあった。ここでは着替え

たり休憩ができるが、リズムが狂うのを

恐れてパスすることにした。5月の連休

で福島から新潟を走ったとき同部屋のＴ

さんから声をかけられた。5回完走者に

与えられるブルーのゼッケンだった。写

真を持ってきてくれているのでゴール後

に受け取ることになって、先に行くこと

になった。 

 ９０ｋｍからは距離表示が残りの距離

になったが９ｋｍと８ｋｍが入れ替わっ

ていたり、６ｋｍが抜けていたりして、

残り５ｋｍ地点に意外に早く着いた。残

り２ｋｍの最後の急な登り坂で歩いてい

るランナーを一気に追い抜いた。競技場

で前のランナーのゴール写真を待ってゴ

ールしようとしたら、後ろのランナーが

スピードを上げてゴールしてしまったの

で、再びゴールテープが用意されるのを

待ってゴールした。タイムは１２時間１

４分０３秒だった。４７都道府県フルマ

ラソンの旅はこれで４３県目の走破とな

った。 

ゴール後は参加料から2千円のキャッ

シュバックとビールと食べ物3点つきの

食券がサービスでもらえる。どこまでも

サービス満点の大会だった。 

 

 

 

富士山 
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∇バックナンバーから 

平成15年7月号 

走ろう会に入会して 

西野 盛隆 

人会させてもらい2年がたちました。

きっかけと言いますと、一人では速くな

らず入会する事により目標にしているフ

ルマラソン4時問を切る事ができると思

いました。初めて参加した峙は、堀河ダ

ムコースで、みんな速くついて行く事が

出来ませんでした。やっばり凄いと実感

しました。走り方、靴の選び方、体験談

など教えてもらえる事が本当にためにな

ります。 

びっくりしたのは、走ろう会って練習

ばかりするイメージがあったので走り終

わった後にビールを飲むなんて思いもよ

りませんでした。僕は、ビールが好きな

ので嬉しかったです。ビールも楽しみで

すが例会に参加する事によりみんなに刺

激され走らなければならないという思い

になり走行距離も増えタイムも縮まりま

した。 

成績は入会してはじめてのフルフフソ

ンは、福知山マラソンで4時問15分と4

峙間を切る事が出来ませんでした。やは

り練習の量が足らないと改めて思いまし

た。2回目は泉州マラソンでついに3時

間42分で4時間を切る事が出来ました。

これは、だめもとで岡田さんについてい

ざ「いけるか、ガンバレ」など声をかけ

てもらいながら27キ口地点までいけた事

がよかったと思います。めっちやうれし

かったです。岡出さん有り難う御座いま

した。 

去年11月の福知山でも3時問50分で

した。12月の龍神ハーフでは、。1時間

32分42秒と自己新でした。ゴールして

岡山さんが「喜べよ、年代別4位やぞ、

賞状もらえるで」と言ってくれました。

ウソーと言いながら、心の中ではヤッタ

ーと思っていました。レベルは低く10人

中4位でしたけれど、今まで賞状なんて

もらった事がなくうれしかっかです。今

年2月の泉州マラソンでも3峙間38分

25秒と3回連続4時問を切る事が出来ま

した。今後は3峙間30分を切れるように

練習したいと思いますが、今まで例会で

岡田さんを抜かしたことがないので一度

でいいから勝ってみたいと思っています。

今、腰を痛めているようですが、ゆっく

り冶してドさい。「目標、岡田さん」で

すから・・・。 

最後に、入会して4峙間を切ることが

でき、みなさんと一緒に大会に参加する

事、忘年会、花見など楽しい事ばかりで

本当に入っで良かったと思います。これ

からも色々教えて下さい。へたな文了す

みません。 

平成20年7月号 

萩往還マラニック２５０㎞   

５月２～４日 

岡田 盛助 

ウルトラを初めて走ったのは、粟野原

会長に誘われて行った阿蘇カルデラウル

トラマラソンで、それから何度となく参

加してきたが、４９才の時、前会長の辻

さんが、走ろう会として初めて萩往還マ

ラニック２５０kmを完踏されたのに刺激

を受け挑戦したもののあえなく途中リタ

イヤとなった。その後今仁さんが、走ろ

う会に入会されあっさりと完踏され、そ

の後も毎年参加され、常に記録更新を続

けているのを見て何とか私も完踏し、リ

ベンジしたいと思い続けていた。 

そして今年２度目の挑戦をすることを

決意し、５月２日に山口市へ。２時過ぎ

にスタート会場となる瑠瑞光寺で今仁さ

んと待ち合わせ、説明会を聞きスタート

の準備に掛かる。今回は、雨の心配は全

くなく、走ることに集中出来そうである。

６時に太鼓の合図と共に５０入程度毎に

３分間隔てスタートして行く、長い戦い

の始まりである。 

スタートして約１５㎞程は、山口市の

河川敷を南下、この頃薄暗くなり、これ

より朝方にかけ日本海まで走り抜ける事

になる。途中の豊田湖エイド（51㎞）に

着いたのが、１１時２０分頃、この間か、

精神的、肉体的に一番に辛く何度「もう

やめよう。」と思った事か。それでもエ

イトに着くなりビールを飲み、その勢い

でおにぎり、うどんを頂き直ぐにスター

トした所で今仁さんと入れ違いになる。

此処での順位は、３０番位、なぜか、こ

れまでの気持ちとは裏腹に、気分的にも

楽になりマイベースで走ることが出来た。

しかし、途中で電池が無くなり、周囲が

薄附るくなるまで１時間近く暗闇の中を

足元に気を付けながら走り。４時２０分

に海湧食堂（86km）へ、此処でも生ビー

ルとお粥を頂き最初のチェックポイント

である俵島（98km）に向かう。この辺り

で折り返しの早いランナーと出会う。 

６時２０分頃俵島の折り返し、次のチ

ョツクポイントの川尻岬に７時３０分頃

到着。少し早いが、昼食でビール、カレ

ーを頂き、これからの暑さに備えロング

タイツから短パンに履き替えスタート、

ところが危うくチェックを忘れそうにな

り一緒に走つてきた人に教えられ慌てて

チェックをする。以後は、必ず先にチェ

ックを済ませてから休息を取ることにす

る。そして次の立石観音（117km）へ、こ

の間は、小さな漁村と漁村の海岸線を走

ることになる。しかし、チェックの場所

が分かり難く、５０メートル程過ぎてし

まい慌てて戻りチェック。 

千畳敷（125km・標高330m）に向う。

ここは、殆どが歩きとなり１０時４０分

ようやく頂上へ、此処で下に向かってお

りるランナーがいて話を伺うとやはり立

石観音でチェックを忘れたため再び戻る

との事。すごい人がいるものだと驚く。

千畳敷でのチェックを済ませ一気に下り

たい所であるが、この頃から足のマメが

痛み始め一気にとは行かなくなる中、次

のチェックポイント仙崎公園（142㎞）

までの、平坦な海岸沿は、日差しの厳し

い時間帯であり、川尻岬で食べてからは、

何も食べていないため空腹を感じコンビ

ニでおにぎりを買って食べる。 

仙崎公園を１３時３５分頃（143ｋｍ）

に通過。青海島・鯨墓の折り返しへと入

る。３時間位で帰ってこようと思いつつ

走り静ケ浦キャンプ場１４時４０分

（157km）で食事を取り鯨墓（153km）へ。

１５時３５分到着でおりかえし、途中で

今仁さんと顔を合わす。この時点で約１

時間程の差となっていた。そして仙崎公

園（163km）に戻ったのが１７時３０分前、

結局４時間かかってしまったことになる。

これから宗頭（175km）までの１２ｋｍ、

通常であれば遅くても１時間半もあれば

充分に着く時間であるが疲労困意で早く

着きたい焦りもあり余計に時間が長く感

じられ思った様には進まない、こんな状

況のなか宗頭に着いたのが、１９時半ご

ろであった。 
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月間走行距離（２０１３年）
氏名 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 平均

今仁　正義 416.3 355.0 410.4 379.6 478.7 377.7 402.9
416.3 771.3 1,181.7 1,561.3 2,040.0 2,417.7

岡田　盛助 525.0 472.0 290.0 319.0 0.0 123.0 288.2
525.0 997.0 1,287.0 1,606.0 1,606.0 1,729.0

増本　鹿吉 284.0 214.0 262.0 339.0 255.0 146.0 250.0
284.0 498.0 760.0 1,099.0 1,354.0 1,500.0

栗栖　貞行 279.0 259.0 239.0 201.0 244.5
279.0 538.0 777.0 978.0

堀池　一夫 185.0 225.0 232.0 214.0 221.0 230.0 217.8
185.0 410.0 642.0 856.0 1,077.0 1,307.0

西野　隆盛 154.0 165.0 102.0 136.0 129.0 137.0 137.2
154.0 319.0 421.0 557.0 686.0 823.0

和田　年弘 119.0 98.0 144.0 144.0 126.3
119.0 217.0 361.0 505.0

芝本　鈴代 180.0 0.0 0.0 0.0 88.0 444.0 118.7
180.0 180.0 180.0 180.0 268.0 712.0

小酒　光夫　 138.0 120.0 99.0 106.0 115.8
138.0 258.0 357.0 463.0

西　和秀 110.0 93.0 80.0 95.0 110.0 120.0 101.3
110.0 203.0 283.0 378.0 488.0 608.0

 

新規メンバー募集中！！ 

「泉南走ろう会」 

泉南市近辺の方、一緒に走りませんか？ 

第２、第４日曜日９時に新家の種河神社に集合、りんくう

タウンやミニトレイルランコースを走っています。 

会費は会報の通信費程度です。 

みんなで大会に行けば楽しく安くいけます。 

お酒の好きな方、特に歓迎します。 

走ることの楽しみを共有できることを目的にしています。

レース指向の会ではありません。 

体験練習でも良いです。一度一緒に走りませんか？ 

連絡先：

http://www.rinku.zaq.ne.jp/bkjbf400/ 

 

着くなり前回の教訓を生かし直ぐに夜

中の走りに備えヘットライトの電池交換。

予備の懐中電灯準備。再度ロングタイツ

に履き替えて、夕食を済ませ２０時半頃

スタートとしようとした時、同じように

スタートする人がいて話をすると足を痛

めていて時間もあることなので歩き通す

とのことで、御一緒させてく下さいと頼

み歩き始める。その方は、広島からの参

加で谷水さんと言い今回が２回目で昨年

は見事完踏されたとの事。それでもここ

から先は夜道で完全に覚えていないらし

く自分なりに詳細な地図を作成し、その

地図で確認しながら歩いた。 

三見駅（187㎞）には２３時頃到着、

次の玉江駅に向かう、急に道が狭く不安

になり地図を広げ何度か確認するがはっ

きりとしない、しかし道は山の方へ、こ

こで萩線の踏切を渡り山越えで海岸線に

出ることになるが、舗装はされているも

のの山道、こんな所を女の人でも一人で

走っている。男の僕でも一人では、気持

ちの悪いような道、ましてや、合ってい

るのか、間違っているのか、全く目印が

ない。ただ、頂上付近に一台の軽トラッ

クで発電機を動かしエイトがあり、頑張

ってねと声を掛けられ、間違っていなか

ったことにほっとする。そして何とか海

岸線に、そしてしばらくして小さな港町

らしき町中に入る。此処で家内から電話

があり今どうしてるのと聞かれ、萩に向

かって歩いているところで、もう少しで

萩市内に入る所まで来ていることを伝え

る。そして玉江駅１２時５０分着（194ｋ

ｍ）、此処で夏みかんとお茶を頂き一休

み、駅の中に休憩の為のマットがあり仮

眠している人もいた。 

一休みして外に出ると寒くて身震いし、

直ぐに上着を出し着る。そして人気のな

い萩市内へ、何処をどの様に歩いている

のか全く分からないまま谷水さんに付い

て歩く、しかしこの頃谷水さんも相当足

が痛いのか歩くペースも随分遅くなり思

うようには進まない。時折していたスト

レッチの回数も多くなり、笠山頂上に３

時４０分到着（205㎞）。チェックを済

ませ、同じ半島の中にある虎ヶ崎食堂

（207 ㎞）へ。ここに４時２５分に到着。

２回目の朝食を頂きしばらくすると、今

仁さんが、入ってこられ記念写真を撮り、

私か先に出発、後は最後のチェックポイ

ントとなる東光寺（216km）へ。しばらく

して夜明けを迎え、薄明るくなった萩市

へと戻る。そして東光寺手前で再び今仁

さんと一緒になるが、こちらは、歩くこ

としか出来ない中、マイベースな今仁さ

んに遂に追い越されてしまう。 

東光寺には、６時４５分に到着。残り

34kmどれだけの時間がかかるのか、制限

の１８時までは、１１時間あまり。この

間に、２つの山越えがあり足がこれ以上

酷くならないことを願いながら歩く。筋

肉痛とマメの両方の痛みを我慢しての歩

きである。谷水さんは、痛み止めをのみ

ながら、何とか萩往還道に入り140km、

70㎞、35㎞、ウオーク、等の多くの参加

者から応援をもらいながら一歩一歩、２

５０㎞のゴールが近づいていることを感

じながら歩いた。そして何とか佐々並市

（235㎞）１１時４５分通過、しかし、

この後に続く斧切峠（232㎞）、板堂峠

（243㎞）でどれだけ時間がかかるのか

少し心配になり、これまで一緒にきた谷

水さんにもう少し早く歩かないと時間内

は、無理ではと声を掛け少し早足での歩

きとなる。此処で谷水さんと離れてしま

うことになる。 

そして最後の急な石畳の下り２日前に

スタートした瑠瑞光寺に４４時間４８分

で何とか戻って来ることができた。結果

約６０時間の不眠でのレースであった。

今回無事完踏する事が出来だのは間違い

無く谷水さんのおかげだと思いながら制

限時間内の完踏を考え先行してしまった

事を申し訳なく思った。 

因みに、今仁さんは、４３時間Ｏ１分

で自己記録更新で完踏されました。又、

谷水さんも時間内には完踏された。今回

のレース中、励ましの電話を頂いた和田

さん、宮下さん、芝本さん、出口さん本

当にありがとう御座いました。 

∇雨山通信 

7月16日の例会で増本さんが差し入れ

だけ持ってきて、走らなかった。調子が

悪かったようで。泉南走ろう会に入会し

てからちょうど１年ということで皆が走

る前に自分へのご褒美ということで一人

缶ビールを開けていたのがおかしかった。

それで泉南走ろう会会報の５年前、１０

年前を調べてみました。月日の経つのは

早いもので１０年前のことがつい最近の

ように思えます。 

大会のエントリーの前倒しは年々激し

くなってもう１０月から１１月のエント

リーが始まっています。大阪マラソン、

神戸マラソンの抽選結果も発表されて、

泉南走ろう会でも当選した人は少ないよ

うです。 

それでも探せば地方の大会は熱が入っ

ていて、暖かくもてなしてくれるところ

が多いしサービスも満点です。そんな中

で5月の「とやま清流マラソン」の女子

の部ですが河川敷の平坦なコースで優勝

が３：２８、２位が３：５０でした。芝

本さん、田中さん、来年どうですか？ 


